「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	実施計画項目
	（１０）　公共施設の適正利用の確保

	
	　　①　公共施設の適正利用の確保

	実施計画内容
	○公共施設の適正な利用を確保するため、ホームレスの自立を支援する事業を実施する市町村等関係機関と連携し、巡視、物件の撤去指導を適切に実施する。

	事業
実績
	施設の適正な利用の確保という観点から、支障物件の撤去指導、退去指導を実施。
○都市整備部所管施設のホームレス人数
年　　度
H２４年度
H２３年度
H２２年度
H２１年度
H２０年度
主な場所
道　　路
河　　川
公　　園
港　　湾
２６
７０
２４
１８
３５
８１
３８
２０
５０
１２７
５０
２９
６３
３１５
８９
３３
９８
４１３
１１４
３６
高架下等
旧淀川等
府営公園
埠頭緑地
合　計
１３８
１７４
２５６
５００
６６１
・ホームレスの起居状況については、自立支援事業と連携を行うため、関係機関への情報提供を個人情報に配慮しながら、年1回、または、随時実施している。
○府営公園における取組み
公園内に散在する不必要物品及び無主物等を撤去することにより公園環境を改善し、　　　　快適な公園空間を創出。(毎年実施。下記は平成24年度実績)
公園名
撤去日（H２４度）
結　　　　　果
久宝寺緑地
4/10、9/25、10/22
放置物件等撤去　撤去テント8張（2ｔダンプ22台）
服部緑地
5/30
放置物件等撤去　撤去テント1張（2ｔダンプ3台）
住之江公園
12/中旬　3/中旬
放置物件等撤去　（団ボール2箱程度）
寝屋川公園
1/25
放置物件等撤去　撤去テント1張（2tダンプ2台）
浜寺公園
3/15
放置物件等撤去　撤去テント1張（2ｔダンプ4台）
大泉緑地
3/19、3/21
放置物件等撤去　（2ｔダンプ計17台）


	事業
効果
	・パトロールの実施や撤去指導等の結果、都市整備部所管施設におけるホームレス人数が減少している。

	課題・
問題点
	・野宿期間が長期化したホームレスへの対応。
・退去指導及び不法占有物件の撤去指導に応じないものへの対応。
・退去後の他の公共施設への移動問題。
・退去後の物件の撤去費用負担の問題（原因者に費用負担の能力がない場合が多いことから、
施設管理者の負担が増大する）。また、撤去が遅れると新たなホームレスの起居の場となる場
合が多い。
・施設管理者が期待する福祉的フォローが、基準に適合しないため受けられず交渉が難航する
ケースがある。
例）・動物を飼育しているホームレスへの住宅斡旋。
・集団で生活しているホームレスの集団による施設入所。

	今後の取り組み方向
	・パトロールの実施等により、ホームレス数の減少に一定の効果を挙げている。引き続き関係　　機関と連携、協力し対応していく。また、ケースによっては各市町村の福祉部局への福祉施策の条件緩和など柔軟な対応を依頼していく。

	担当
部室課
	都市整備部都市整備総務課（港湾局含む）
都市整備部交通道路室道路環境課
都市整備部河川室河川環境課
都市整備部公園課


「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	実施計画項目
	（１０）　公共施設の適正利用の確保

	
	　　①　公共施設の適正利用の確保

	実施計画内容
	· 公共施設の適正な利用を確保するため、ホームレスの自立を支援する事業を実施する市町村等関係機関と連携し、巡視、物件の撤去指導を適切に実施する。

	事業実績

	○　実施計画期間中に管理する漁港区域内において３名のホームレスが確認された。
○　ホームレスに対し積極的に退去を要請するとともに、社会援護課、保健所及び福祉
事務所など関係機関と巡回相談指導事業が連携して自立を促した。

	事業効果
	○　退去指導を行った結果、ホームレスは１名になった。

	課題・問題点
	○　確認しているホームレスについて、有効な退去指導が必要であること。


	今後の取り
組み方向
	○　ホームレスに対して、引き続き巡回相談指導事業と連携して、巡視を実施すること
により、有効な退去指導を行うとともに、ホームレスを流入させないよう取り組んでいく。


	担当部室課
	環境農林水産部水産課


「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	実施計画項目
	（１０）　公共施設の適正利用の確保

	
	　　②　施設管理者による監督処分

	実施計画内容
	· 撤去指導に従わないなど、公共施設の適正利用確保に支障となる場合や公共施設整備等に必要な場合、法令の規定に基づき施設からの退去等の監督処分を適切に実施する。

	事業実績

	施設管理者による法令の規定に基づく監督処分に至った事例、実績無し。

	事業効果
	・施設管理者による監督処分を行うまでもなく、定期的なパトロール等による指導で自主的
に退去していただけるよう対応している。


	課題・問題点
	・これまでのところ、施設管理者として監督処分した実績はないが、度々の退去指導に従わ
ず、公共施設でのホームレスの起居が長年に亘っている事例があり、対応に苦慮している。
・ホームレスが夜間にしかおらず、その者に対する指導に苦慮している。
・施設管理者による行政指導や関係機関との連携により自立支援等の交渉を行い退去に向けて努力しているが、状況によっては監督処分を実施する必要性もある。

	今後の取り
組み方向
	・現状を考えると、引き続き長期に亘り、公共施設に起居するホームレスがいると考えられるので、ホームレスの自立支援等に関する特別措置法第11条に基づき、ホームレスの自立支援事業と連携しつつ、施設管理者として公共施設からの退去指導を引き続き行うとともに、施設からの退去・移動の監督処分など、公共施設の適正な利用の確保に必要な措置を講じる。
・粘り強い退去指導を行うとともに、緊急性の度合いにより監督処分等の措置を講じる。

	担当部室課
	都市整備部都市整備総務課（港湾局含む）
都市整備部交通道路室道路環境課
都市整備部河川室河川環境課
都市整備部公園課


「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	実施計画項目
	（１０）　公共施設の適正利用の確保

	
	　　②　施設管理者による監督処分

	実施計画内容
	· 撤去指導に従わないなど、公共施設の適正利用確保に支障となる場合や公共施設整備等に必要な場合、法令の規定に基づき施設からの退去等の監督処分を適切に実施する。

	事業実績

	○　施設管理者による法令の規定に基づく監督処分に至った事例、実績無し。


	事業効果
	

	課題・問題点
	· ホームレスが退去指導に従わない場合の監督処分の検討

	今後の取り
組み方向
	· 今後とも、関係機関と連携しながら粘り強く本人への退去指導を行うとともに、緊急性の度合いにより監督処分等の措置を講じる。　

	担当部室課
	環境農林水産部水産課
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